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1.　和服構成はほとんど直線 縫合線 よりな り，これが

構成上の重 要な要素となっている。この縫合線が運針 と

どの ように密接な関係があるか，またその他にど のよう

な要素が関係するかを検討することを目的とした。

2. 黒新 モ ス50cm  X 17cm 2 枚を 用い ， 短大１年76

名 ，2 年70名 に，脇 縫の一 部と仮 定し て白糸で縫わせ，

手 前に片返しし たものを実験資 料とし，これを表の方か

ら見 て縫合線 の良 否につき評価した。方 法は３名の評価

者 が共 同で資 料の中から５段階の標準見本を作り, この

見本 と資料 とを比較 評価し ，その平均 をとった。次に俐

針 目の均一性 ，(p)針 目の直線 吐, (-)縫 縮み率.  § 縫ずれ

率 の４項 目につい て計測し ，評価 との関係につい て考察

し，縫合線 の直線 吐も記録し た。　＝

3.   （ｲ）につい ては相関は見 られ ない。 ㈲につい ても相

関は見 られ ない。 ㈲につい ては， かなりの相 関が認 めら

れ る。縫縮み率 の大 きい ものは， 明らかに低段階 に評価

され てい る。§ につい てぽ ，1 年 の方 には相 関が認めら

れるが,   2年 になると縫ずれ の大 きい ものが なく，縫 縮

み率が大き く左右し て い る。し か し ，3 の成 績の中で

乱　５ の成績 より縫縮み率 の小 さい ものがあ るので検討

し て見 ると，表縫合線 におい て， うねりの目立 つもので



あった。 高段階のものは，各要素とも欠点が目立たない

程度 であり，一つ でも目立つ欠点を持てば，その度合い

に応じ て，低段階に評価されている。
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